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調査概要

• 調査対象：16歳以上の小林市民

• 抽出方法 ：令和２年１月現在の住民基本台帳から無作為抽出

• 調査方法：郵送による配布・回収

• 調査期間：令和２年２月３ 日（月）～２月21日 （金）　※　締切り後、一定期間は回収を行った。

• 配布数：2,000部

• 回収数： 986部

• 有効回答率：49.3%

• 標本誤差：±3.2%

分析について

• 主として「基本構想の評価について」を分析の対象としている。分析結果は市民ワークショップ等において市民に対して説明し、
基本構想の評価の材料とする。

• 職業、業種は十分な度数が確保できないため、分析から除外している。

• 「基本計画の評価について」は基本計画の評価において使用する指標の一部を構成するものであるため、結果から読み取れる
事項のみを示している。
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１　あなた（回答者）ご自身のことについて

〇お住まいの地域（n=986）

　 度数 有効パーセント

小林小校区 259 26.3

南小校区 114 11.6

細野小校区 113 11.5

西小林小校区 52 5.3

三松小校区 137 13.9

東方小校区 53 5.4

永久津小校区 23 2.3

幸ケ丘小校区 5 0.5

須木小校区 39 4.0

野尻小校区 79 8.0

栗須小校区 44 4.5

紙屋小校区 26 2.6

N/A 42

651人, 66.0%

293人, 29.7%

42人, 4.3%

○配偶者の有無（n=986）

あり

なし

NA

28人, 2.8% 50人, 5.1%

88人, 
8.9%

100人, 10.1%

132人, 13.4%

213人, 21.6%

345人, 35.0%

30人, 3.0%
○年代（n=986）

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

NA

413人, 41.9%

516人, 52.3%

57人, 5.8%

○性別（n=986）

男性

女性

NA
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１　あなた（回答者）ご自身のことについて

〇職業（n=986）

　 度数 有効パーセント

個人事業主 118 12.0

会社役員・団体役員 39 4.0

会社員・公務員・団体職員 220 22.3

パート・アルバイト・契約 133 13.5

専業主婦（主夫） 92 9.3

学生 34 3.4

無職 229 23.2

その他 71 7.2

N/A 50

717人, 72.7%

226人, 22.9%

43人, 4.4%

○子どもの有無（n=986）

あり

なし

NA

131人, 
13.3%

637人, 64.6%

218人, 22.1%

○18歳未満の子どもの有無（n=986）

あり

なし

NA
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１　あなた（回答者）ご自身のことについて

　 度数 有効パーセント

小林市内 454 46.0

宮崎市 17 1.7

えびの市 27 2.7

高原町 23 2.3

都城市 22 2.2

宮崎県内 6 0.6

宮崎県外 10 1.0

なし 190 19.3

その他 21 2.1

N/A 216

〇勤務先・通学先（n=986）
21人, 2%

69人, 
7%

56人, 6%

127人, 13%

675人, 68%

38人, 4%

○居住年数（n=986）

1年未満

1年以上5年未

満

5年以上10年

未満

10年以上20年

未満

20年以上

NA
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2. 基本構想の評価について

• 基本構想の目指す状態について、下記要領で平均値を算出した。
そう思う 4点～ややそう思う 3点～ややそう思わない 2点～そう思わない 1点

• 下記の項目では平均値が高い結果となった。全てくらし分野となっている。
（１９）美しい自然が残り、いつまでもおいしい水が飲める
（２０）安心して住めるまちである
（２２）今後も小林市に住み続けたい

• 下記の項目では平均値が低い結果となった。にぎわい分野とまなび分野の項目となっている。
（２）人が集まってにぎわいがある　（４）暮らしが豊かである　（１３）市民総がかりの教育が行われている
（１４）「だれでもいつでも学べる・学ばせる場」が整っている　（１５）身近に文化・芸術を感じられる

• 下記の項目では例年と比べて特に平均値が高い結果となった。
（１１）あんしんして医療が受けられる　（１２）みんながいつまでも学べる

にぎわい分野 いきいき分野 まなび分野 くらし分野 511
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（１）都市像

（２）人が集まっていてにぎわいがある

（３）豊かな地域資源が活用されている

（４）暮らしが豊かである

（５）働きがいがある

（６）出会い、ふれあい、支え合いがある

（７）健康・いきがいがある

（８）高齢者が元気でいられる

（９）障がい者が夢や目標を持てる

（１０）子育てがしやすい

（１１）あんしんして医療が受けられる

分布（n=986）

そう思う ややそう思う ややそう思わない そう思わない わからない

2. 基本構想の評価について

612



48

33

32

36

77

40

81

452

283

135

379

232

141

152

144

313

237

303

355

404

370

293

267

257

267

280

221

266

209

66

137

231

89

162

225

252

298

160

161

109

34

62

119

70

201

259

219

164

154

212

215

33
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71
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（１２）みんながいつまでも学べる

（１３）市民総がかりの教育が行われている

（１４）「だれでもいつでも学べる・学ばせる場」が整っている

（１５）身近に文化・芸術を感じられる

（１６）いつまでもスポーツができる

（１７）食について学べる

（１８）災害時にみんなが助け合える

（１９）美しい自然が残り、いつまでもおいしい水が飲める

（２０）安心して住めるまちである

（２１）隣の顔が見え、支え合うまちである

（２２）今後も小林市に住み続けたい

分布（n=986）

そう思う ややそう思う ややそう思わない そう思わない わからない

2. 基本構想の評価について
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（１）都市像

（３）豊かな地域資源が活用されている

（２）人が集まっていてにぎわいがある

（４）暮らしが豊かである

• 6割以上の市民は都市像に共感している。

• 3年間で「そう思う」、「ややそう思う」の割合は高くなっている。

• 6割近い市民は地域資源が活用されていると感じていない。

• 3年間で「そう思う」、「ややそう思う」の割合は低くなっている。

• 7割以上の市民は人が集まっていてにぎわいがあると感じてい
ない。

• 3年間で「そう思う」、「ややそう思う」の割合は変わらない。

• 7割近い市民は暮らしが豊かであると感じていない。

• 昨年と比べて「そう思う」、「ややそう思う」の割合はやや低く
なっている。

2. 基本構想の評価について
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（５）働きがいがある

（７）健康・いきがいがある

（６）出会い、ふれあい、支え合いがある

（８）高齢者が元気でいられる

• 5割以上の市民は働きがいがあると感じていない。

• 3年間で「そう思う」、「ややそう思う」の割合はやや低くなっている。

• 5割近い市民は健康・生きがいがあると感じている。

• 3年間で「そう思う」、「ややそう思う」の割合はやや低くなってい
る。

• 4割以上の市民が出合い、ふれあい、支えあいがあると感じてい
る。

• 昨年と比べて「そう思う」、「ややそう思う」の割合はやや低くなって
いる。

• 6割近い市民が高齢者が元気でいられると感じている。

• 3年間で「そう思う」、「ややそう思う」の割合はやや低くなってい
る。

2. 基本構想の評価について
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（９）障がい者が夢や目標を持てる

（１１）あんしんして医療が受けられる

（１０）子育てがしやすい

（１２）みんながいつまでも学べる

• 5割以上の市民が障がい者が夢や目標を持てると感じていない。

• 前年と比べて「そう思う」、「ややそう思う」の割合は変わらない。

• 6割近い市民が安心して医療を受けられると感じていない。

• 前年と比べて「そう思う」、「ややそう思う」の割合は高くなっている。

• 4割近い市民が子育てがしやすいと感じている。

• 前年と比べて「そう思う」、「ややそう思う」の割合は変わらない。

• 5割以上の市民がみんながいつまでも学べると感じていない。

• 3年間で大きな割合の変化はない。

2. 基本構想の評価について
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（１３）市民総がかりの教育が行われている

（１５）身近に文化・芸術を感じられる

（１４）「だれでもいつでも学べる・学ばせる場」が整っている

（１６）いつまでもスポーツができる

• 6割近い市民が市民総がかりの教育が行われると感じていない。

• 3年間で大きな割合の変化はない。

• 7割近い市民が身近に文化・芸術を感じていない。

• 3年間で大きな割合の変化はない。

• 6割近い市民が「だれでもいつでも学べる・学ばせる場」が整っていると
感じていない。

• 3年間で大きな割合の変化はない。

• 5割近い市民がいつまでもスポーツはできると感じていない。

• 3年間で大きな割合の変化はない。

2. 基本構想の評価について
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（１７）食について学べる

（１９）美しい自然が残り、いつまでもおいしい水が飲める

（１８）災害時にみんなが助け合える

（２０）安心して住めるまちである

• 5割近い市民が食について学べると感じていない。

• 3年間で「そう思う」、「ややそう思う」の割合はやや低くなっている。

• 9割近い市民が美しい自然が残り、いつまでもおいしい水が飲めると
感じている。

• 3年間で「そう思う」、「ややそう思う」の割合はやや低くなっている。

• 5割近い市民が災害時にみんなが助け合えると感じている。

• 3年間で「そう思う」、「ややそう思う」の割合は低くなっている。

• 8割近い市民が安心して住めるまちであると感じている。

• 前年と比べて「そう思う」、「ややそう思う」の割合は低くなっている。

2. 基本構想の評価について
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（２１）隣の顔が見え、支え合うまちである （２２）今後も小林市に住み続けたい

2. 基本構想の評価について

• 6割近い市民が隣の顔が見え、支えあうまちであると感じている。

• 3年間で「そう思う」、「ややそう思う」の割合は低くなっている。

• 7割近い市民が今後も小林市に住み続けたいと感じている。

• 昨年と比べて「そう思う」、「ややそう思う」の割合は変わらない。
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3. 基本計画の評価について

（1）住んでいる地域のつながりは強いと感じていますか。(n=986) 

（3）あなたは、自治会（区・組）に加入していますか。(n=986)

（2）自治会（区・組）等の地域コミュニティ活動は必要だと感じていま
すか。(n=986)

（3）自治会に加入していない理由(n=188)

• 5割以上の市民が住んでいる地域のつながりは強いと感じている。

• 前年と比べて「そう思う」の割合はやや低くなっている。

• 7割以上の市民が自治会に加入している。

• 7割の市民が地域コミュニティ活動が必要だと感じている。

• 3年間で「そう思う」、「ややそう思う」の割合はやや低くなっている。

• 自治会に加入しない理由はその他を除くと「近所付き合いが面
倒」が最も多い。

141

163

133

399

413

410

155

179

210

119

124

133

61

68

72

29

9

28

0% 25% 50% 75% 100%

2017年

2018年

2019年

そう思う ややそう思う ややそう思わない

そう思わない 分からない NA

769 188 29

0% 25% 50% 75% 100%

2019年

加入している 加入していない NA

41 3 38 11 76 19

0% 25% 50% 75% 100%

2019年

近所付き合いが面倒であるため 区・組費を払いたくないため

役員や活動をしたくないため 加入の仕方がわからないため

その他 NA

281

300

271

378

367

347

126

117

101

91

81

95

78

80

58

32

11

32

0% 25% 50% 75% 100%

2019年

2018年

2017年

そう思う ややそう思う ややそう思わない

そう思わない 分からない NA
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3. 基本計画の評価について

（4）住んでいる地域の防犯灯・安全灯の設置は十分だと感じていま
すか。(n=986) 

（6）小林市では「安心・安全なまちづくり」が実現できていると感じて
いますか。(n=986)

（5）あなたは、日常的に災害に対する何らかの備え（水・食料・生活
必需品の備蓄、避難所の確認、非常用持ち出し品の準備等）ができ
ていると感じていますか。(n=986)

• 5割近い市民が地域の防犯灯・安全等の設置が十分だと感じていな
い。

• 前年と比べて「そう思う」の割合はやや低くなっている。

• 4割近い市民が安心・安全なまちづくりが実現できていると感じてい
ない。

• 前年に比べて「そう思う」、「ややそう思う」の割合が低くなった。

• 3割以上の市民が災害に対する何らかの備えができていないと感じて
いる。

• 3年間で「そう思う」、「ややそう思う」の割合がやや低くなった。

132

147

130

300

270

265

212

232

187

273

250

258

42

47

35

27

10

29

0% 25% 50% 75% 100%

2019年

2018年

2017年

そう思う ややそう思う ややそう思わない

そう思わない 分からない NA

54

69

58

260

274

251

278

277

257

341

237

226

33

91

84

20

8

28

0% 25% 50% 75% 100%

2019年

2018年

2017年

そう思う ややそう思う ややそう思わない

そう思わない 分からない NA

52

56

62

351

386

357

259

245

217

125

112

121

177

146

118

22

11

29

0% 25% 50% 75% 100%

2019年

2018年

2017年

そう思う ややそう思う ややそう思わない

そう思わない 分からない NA

1521



3. 基本計画の評価について

（7）小林市は子育て環境が充実していると感じていますか。(n=986) （7）記述　どのような点で子育て環境が充実していないと思いますか。ま
た、充実させるにはどのような施策が必要だと思いますか。

• 子育てに必要な医療体制が不十分。小児科医の不足。休日、夜間

診療が不安定。

• 公園など外遊びの場はあるが、屋内で遊べる施設が少ない。屋内

で遊べる施設を増やす。

• 夜間に子供を診てくれる病院がない。

• 保育園の保母さんが少ないように思う。

• 保育園等の幼児を持つ家庭が民間業者に頼らざるを得ない状況。

中央保育所の充実を望む。

• 小児科特に０歳児を見てくれる所が減ってきている。産婦人科も市

民病院に復活したが、いまいち良い評判を聞かない。

（8）小林市では「安心して妊娠・出産・子育てができるまち」が実現でき
ていると感じていますか。(n=986)

（8）記述　どのような点で「安心して妊娠・出産・子育てができるまち」が実
現できていないと感じていますか。また、充実させるにはどのような施策が
必要だと思いますか。

• 5割近い市民が「安心して妊娠・出産・子育てができるまち」が実現で
きていると感じていない。

• 年によって割合に変化が生じている。

• 産婦人科医の不足。安心して出産できない。

• 病気等、子ども優先に、母親が安心して働ける事業所が少ない。

• 周産期医療の病院が充実していない為、市外での診察が多い状

況である。

• 宮崎県の小林市では安心して出産できる病院があると全国から言

われるような市にしてほしい。

• 子供が県外にいて、里帰り出産ができなくて都城で出産した。市内

ではできなくて。

46

53

51

290

306

274

166

167

128

169

124

158

274

260

248

41

46

45

0% 25% 50% 75% 100%

2019年

2018年

2017年

そう思う ややそう思う ややそう思わない

そう思わない 分からない NA

27

31

23

181

199

85

196

171

127

283

287

416

253

211

203

46

57

50

0% 25% 50% 75% 100%

2019年

2018年

2017年

そう思う ややそう思う ややそう思わない

そう思わない 分からない NA

• 5割以上の市民が子育て環境が充実していると感じていない。

• 前年に比べて「そう思う」、「ややそう思う」の割合はやや低くなってい
る。
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（9）小林市の小・中学校で「子どもを学ばせたい」と感じていますか。
(n=986) 

（9）記述　どのような点で子どもを学ばせたくないと思いますか。

また、充実させるにはどのような施策が必要だと思いますか。

• 6割以上の市民が小林市の小・中学校で「子どもを学ばせたい」と感
じている。

• 3年間で「そう思う」、「ややそう思う」の割合は高くなっている。

• 将来どのような職業につくのかと考えた時、のんびりのした環境の

なかでは心配。

• 教育者、先生の充実（進学出来ず生徒は流れる）。

• 学校でのいじめが多く、先生方の関心が薄いと聞いた。小林市に

は子供達の学びの場が少ない。

• 学力面で優秀な子供達は市外流出。市内小・中・高の学力向上策

を取られたい。

• 他県で子育てをした方が子供のより良い成長に寄与しそうだと思

います。

• 高校の選択肢が小林市内は少ないので中学から市外へと考えて

います。

3. 基本計画の評価について

（10）市内の地域公共交通機関（鉄道・路線バス・コミュニティバス・野尻
福祉バス等）は便利だと感じていますか。(n=986) 

（10）記述　どのような点で地域公共交通機関（鉄道・路線バス・コミュニ
ティバス・野尻福祉バス等）が便利ではないと思いますか。また、充実させ
るにはどのような施策が必要だと思いますか。

• 4割の市民が市内の地域公共交通機関は便利だと感じている。

• 3年間で「そう思う」、「ややそう思う」の割合はほとんど変わらない。

• 本数が少ない。よく風や雨で止まる。学生は大変なのでは？待ち

時間なども多そう。

• バスの台数をもっと増やして市内を循環するバスを多くする。15分

～30分おきに乗れるようにすると便利になる。又、定額100円で乗

れるようにする。

• 本数が少ない。市体育館通りもバスが通ってほしい。上の馬場か

らプラッセまでが無い。

• 路線があることはありがたいが、時間的な問題。朝出たら夕にし

か戻って来られない感じ！

249

196

212

338

345

299

49

43

44

42

34

47

244

258

244

64

80

58

0% 25% 50% 75% 100%

2019年

2018年

2017年

そう思う ややそう思う ややそう思わない

そう思わない 分からない NA

127

133

116

249

237

224

106

118

85

155

159

178

302

278

249

47

31

52

0% 25% 50% 75% 100%

2019年

2018年

2017年

そう思う ややそう思う ややそう思わない

そう思わない 分からない NA
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（11）市の職員の窓口・電話等の対応は良いと感じていますか。(n=986) 

• 7割の市民が市の職員の窓口・電話等の対応は良いと感じている。

• 3年間で「そう思う」、「ややそう思う」の割合はほとんど変わらない。

3. 基本計画の評価について

（12）あなたは、現在、中心市街地を１カ月にどの程度訪れていますか。
（n=986） 

• ひと月に３～４回程度の市民が最も多い（3割近く）。

• 前年と比べて「ほぼ毎日」の割合は変わらないが、「5回以上」の割
合は微増している。

256

250

210

366

399

359

90

77

81

71

65

63

166

135

145

37

30

46

0% 25% 50% 75% 100%

2019年

2018年

2017年

そう思う ややそう思う ややそう思わない

そう思わない 分からない NA

143

136

134

162

168

160

245

248

215

156

138

123

93

92

109

152

150

117

0% 25% 50% 75% 100%

2019年

2018年

2017年

1回程度 2回程度

3～4回程度（週1回程度） 5回以上

ほぼ毎日 訪れない
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（13）あなたが、中心市街地で充実してほしいと思うものは何ですか。（n=986） 

• 3割近い市民が買い物がもっと充実してほしいと感じている。
• 3年間で「買い物」の割合は微減するも、「休憩所・トイレ」の割合が微増している。

3-1. まちづくり全般について

（14）あなたが、小林市で一番自慢したいもの、または、お気に入りのものを記入してください。

• 牧場の桜並木と出の山のチョウザメ

• 宮崎牛、霧島山系出ノ山湧水、すき栗、米

• 水道から出る水が美味しい。星がきれいに見える

• 自然と水、食べ物、スポーツ施設、十三塚グランド、文化会館

• 高千穂峰、水、星、肉牛

• 東方橋満、橋と林業

• ホタルがたくさんいる、水がおいしい、自然がたくさんある

• メロメロメロン、太陽のタマゴ（マンゴー）

• 湧水、出の山など鯉料理、秀峰の体操

• 生駒高原、出の山公園

• 災害が少ない、自然が豊か

• 犯罪が少ないこと。泉の鯉料理。生駒のコスモス

• 近所付き合いのよさ

• 野尻のイルミネーション

• 霧島岑神社、星空、宮崎牛

• 小野湖、かるかや

• TENAMUビル、イベントがすばらしい

• 陰陽石、三ノ宮峡、小林高校駅伝、バスケット、農産物

• くだもの（ナシ、ブドウ、メロン）   

  など

242

250

254

72

80

81

126

154

102

72

74

88

11

6

13

10

23

21

58

65

70

31

45

60

83

84

88

40

45

33

159

130

176

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2017年

2018年

2019年

買い物 飲食 医療・介護 レジャー 金融サービス 行政サービス 憩い・集う場所 休憩所・トイレ 駐車場 その他 NA
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（15）あなたは、小林市が観光地として魅力があると感じていますか。
（n=986）

（16）あなた（家庭内で食事の準備をされる方）は普段、食料品の買い
物で苦労や不安を感じていますか。（n=986）

• 4割以上の市民が観光地として魅力があると感じていない。　

• 　8割近い市民は普段の食料品の買い物で苦労や不安を感じていない。

3-1. まちづくり全般について

69

62

291

292

206

194

202

186

168

158

50

64

0% 25% 50% 75% 100%

2019年

2018年

そう思う ややそう思う ややそう思わない そう思わない 分からない NA

58

45

132

132

176

178

523

491

42

43

50

67

0% 25% 50% 75% 100%

2019年

2018年

そう思う ややそう思う ややそう思わない そう思わない 分からない NA

サブクエスチョンは次頁

（15）記述　小林市が魅力的な観光地となるためには、どのような取組が
必要だと思いますか。

• 観光ＰＲが不足。

• 中心市街に飲食店が少なすぎる。これじゃ中心市街地とは呼べな

い。コンビニ以外を増やして欲しい。若者がいける娯楽施設が少

ない。増やしてほしい。

• 宿泊施設の不足。

• 観光メインが何であるか分からない。小林市に道の駅など、中心

地に作るなどであれば良いと思う。高速のインターも市外から外

れている為、小林でわざわざ下りてまでの観光名所がない。

• 魅力的な資源はたくさんあると思うのだが生かされてないと思う。

市・市民が一体となって個々の資源を結び、観光客を呼び込むよ

うな取組みが必要だと思う。
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（16）－①買い物の不便や苦労をなくすために、どのようなことを希望しますか。（n=190）

（16） － ①　その他

3-1. まちづくり全般について

　 度数 有効パーセント

地元の商店をもりたてること 43 22.6

近くに新たな店ができること 60 6.1

移動販売店の開設 4 2.1

移動販売店の充実 6 3.2

宅配サービス（生協等）やネットスーパー 7 3.7

買い物サポート（荷物の発送、同行等）、買い物代行サービスの充
実 4 2.1

買い物で利用する交通機関（バス等）の改善や充実 28 12.1

その他 17 8.9

NA 26 　

• 品物が都会よりも高い。生鮮食料品も含めて。

• 野尻まで行かないとスーパーがないので近くに出来て欲しい。

• 深夜に買い物できるスーパーが少ない。

• タクシーで買い物しているので、タクシー代かかる。

• お店の中の商品を充実すること。

• まちなか松栄の品揃えが悪いと感じる（もっと増やして欲しい）。そうすれば、利用者が増えて中心街がもっと活

気が出るかなと思ったので…。

• 　買い物の際の交通機関が不便と感じている市民が最も多い。
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(17)あなたにとって、家庭や学校、地域、職場などは、あなたが活躍で
きる環境が整っていると思いますか。（n=986） 

（19）あなたは、日常生活で外国人と接する機会がありますか。（n=986） 

（18）あなたは、多文化共生という言葉を聞いたことがありますか。
（n=986） 

• 6割以上の市民が自分が活躍できる環境が整っていると感じてい
る。　

• 8割以上の市民が日常生活で外国人と接する機会がない。

• 4割近い市民は多文化共生という言葉を聞いたことがない。

91 355 144 104 232

0% 25% 50% 75% 100%

2019年

そう思う ややそう思う そう思わない 分からない NA

201 323 405 57

0% 25% 50% 75% 100%

2019年

聞いたことがあり、意味も理解している

聞いたことはあるが、意味はあまり理解していない

聞いたことがない

NA

139 809 38

0% 25% 50% 75% 100%

2019年

ある ない NA

3-1. まちづくり全般について

（19）外国人と接する場所を教えてください（複数回答）。（n=139）

　 度数
有効パーセ

ント

職場 82 59.0%

学校、保育園、幼稚園 15 10.8%

自宅の近く 10 7.2%

よく利用するお店 4 2.9%

習い事、趣味の活動 5 3.6%

学校、保育園、幼稚園以外の公共施設 1 .7%

その他 19 13.7%

NA 3 2.2%
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（20）健康で過ごせるまちづくりの施策として、必要と考えるものは何ですか。（n=986）

ク その他

3-2. 健幸のまちづくりについて

• 元気な高齢者の活躍の場がもっとあれば良いと思う。

• 日常のストレス対策。日頃忙しい人は自分の事に時間が取れない。睡眠・休養も十分に取れるようなのがいいのでは？

• 安い費用で文化に接する施設、文化を創造できる施設。

• 町の中でも歩きやすい道にしてほしい。

• 病院の充実。

• これは各自の心の持ち方であり、例えばテレビで「小林だより」などで流す。

• 市営のジム（運動する場所、低料金1回200円くらい）があったら通うかも。

• 　各種健診の充実を必要と考える市民が最も多い。

446

313

222

272

312

297

274

297

330

348

318

314

287

262

42

83

104

111

88

97

123

22

26

46

33

31

42

44

80

123

147

136

124

150

157

99

111

119

116

117

113

126

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ア各種健診の充実

イ健康相談の充実

ウ健康講座の実施

エ食事に関する取り組みの充実

オ運動に関する取り組みの充実

カ生きがいに関する取り組みの充実

キ活動拠点設置・整備の充実

そう思う ややそう思う ややそう思わない そう思わない 分からない NA
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（21）あなたはこの1年間にがん検診や健康診断をどのように受けまし
たか。（n=986） 

（21）記述　受けていない理由

　 度数 有効パーセント

市が実施している検診を受けた 277 28.1

職場で実施している検診を受けた 232 23.5

自費で検診を受けた 182 18.5

受けていない 196 19.9

分からない 17 1.7

NA 82 　

合計 986

• 自費では多少高額だし日々忙しいので受ける余裕がありませ

ん。

• 健診のみ。カメラ等はしたくない。血液でガンチェック出来るよう

になれば自費でも受けたい。

• 介護の必要な両親をみているので、自分は後まわしになってい

る。

• 昨年は病人の介護で自分の事が考えられなかった。

• かかりつけ医が閉院され、受診病院を迷っている。

• 年齢で受けるものが少ないのと婦人科のガン検診のスタッフの

人達が若い女性の方なら受けやすいから。

• 医療費（薬代等）負担が大きいので、全ては受けられない。

②－イ　　健康診断（40歳以上は特定健康診査）（n=986） ②－ウ　歯科検診（治療受診は除く）（n=986） 

• 　市が実施している健診を受けている市民が最も多い。

• 　7割の市民は健康診断を受けている。 • 　7割の市民は歯科検診を受けていない。

661

594

241

257

84

105

0% 25% 50% 75% 100%

2019年

2018年

受けている 受けていない NA

273

233

594

557

119

166

0% 25% 50% 75% 100%

2019年

2018年

受けている 受けていない NA

①　各種がん検診（n=986）

3-2. 健幸のまちづくりについて
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(22)かかりつけ医（病気になったときや健康に不安があるときに、すぐ
に相談できる身近な医師）を持っていますか。（n=986） 

• 6割以上の市民がすぐに相談できるかかりつけ医を持っている。　

623 255 57

0% 25% 50% 75% 100%

2019年

持っている 持っていない 分からない NA

(23)あなたは、１日30分以上の運動（ウォーキング等）をどの程度してい
ますか。（n=986） 

• 3割以上の市民がほとんど運動をしていない。　

114 164 172 104 29 350 53

0% 25% 50% 75% 100%

2019年

毎日している 週に３～６回している

週に１～２回している 月に１～３回している

年に１～６回程度している ほとんどしていない

NA

（24）あなたの生活における「歩く」ことについてお聞かせください。（n=986） 

• 5割近い市民が「日々積極的に」あるいは「なるべく」歩いている。

156 310 363 52 39 66

0% 25% 50% 75% 100%

2019年

日々積極的に歩いている

毎日ではないが、なるべく歩くようにしている

歩きたいと考えているが、実際あまり歩いていない

実際あまり歩いていないが、環境（歩道や景観）が整備されれば歩

きたい
歩きたくない

NA

（25）あなたは、日頃外出していますか。（n=986） 

• 5割以上の市民が毎日1回以上外出をしている。

534 242 111 212949

0% 25% 50% 75% 100%

2019年

毎日１回以上 ２～３日に１回程度

１週間に１回程度 月１回程度

ほとんど外出しない NA

3-2. 健幸のまちづくりについて
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（26）あなたは、毎日朝食を食べていますか。（n=986） 

• 8割以上の市民が「ほぼ毎日」朝食を食べている。　

819 77 4446

0% 25% 50% 75% 100%

2019年

ほぼ毎日食べている ときどき食べている

ほとんど食べていない NA

(27)あなたは、生きがいを持っていますか。（n=986） 

• 5割以上の市民が生きがいを持っている。　

513 52 372 49

0% 25% 50% 75% 100%

2019年

はい いいえ 特に意識していない NA

• 7割以上の市民が普段から健康に関する情報を積極的に取得す
るよう意識している。

259 457 180 172449

0% 25% 50% 75% 100%

2019年

常に意識している だいたい意識している

あまり意識していない 全く意識していない

わからない NA

（28）あなたは、普段から健康に関する情報を積極的に取得するよう意識
していますか。（n=986） 

（28）あなたは、健康に関する情報をどこから得ていますか（複数回答）。
（n=716）

　 度数 有効パーセント

テレビ・ラジオ 606 84.6%
インターネット 227 31.7%
広報こばやし 110 15.4%
新聞 246 34.4%
広告・チラシ 53 7.4%
総合雑誌 39 5.4%
家庭向け医学書 16 2.2%
友人・口コミ 151 21.1%
かかりつけの医者 120 16.8%
病院・診療所 100 14.0%
保健センター・保健所 13 1.8%
その他 13 1.8%
NA 5 .7%

3-2. 健幸のまちづくりについて
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（30）あなたは、「小林市まちづくり基本条例※」をご存知ですか。（n=986） 

• 8割の市民が「小林市まちづくり基本条例」を知らない。

• 3年間、「知っている」の割合は変わらない。

200

155

173

716

710

629

70

91

102

0% 25% 50% 75% 100%

2019年

2018年

2017年

知っている 知らない NA

（31）あなたは、新たな地域コミュニティである「きずな協働体※」をご存
知ですか。（n=986） 

• 7割以上の市民が「きずな協働体」を知らない。

• 3年間で「知っている」の割合は微増している。

246

231

210

678

634

604

62

91

102

0% 25% 50% 75% 100%

2019年

2018年

2017年

知っている 知らない NA

（32）あなたは、広報こばやしを読んでいますか。（n=986） 

• 5割以上の市民が広報こばやしを毎月読んでいる。

• 前年と比べて「毎月読んでいる」の割合は高くなっている。

490

457

437

279

279

299

157

140

100

7

8

11

53

72

57

0% 25% 50% 75% 100%

2019年

2018年

2017年

毎月読んでいる たまに読んでいる 読んでいない その他 NA

（29）あなたは普段の食事で野菜を多く摂取するよう意識していますか。
（n=986） 

• 8割以上の市民が普段の食事で野菜を多く摂取するよう意識して
いる。

• 昨年度と比較してもあまり変わっていない。

3-3.その他

27

297

307

498

472

109

91

22

14

9

12

51

60

0% 25% 50% 75% 100%

2019年

2018年

常に意識している だいたい意識している

意識していないあまり ほとんど意識していない

分からない NA
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（1）満足度（n=986） 

• 6割以上の市民が普通と感じている。
• 前年と比べて「関心がある」の割合は変わらない。

3-3.市政の情報発信について

（3）内容への関心（n=986） 

（2）読みやすさ（n=986） 

（4）情報量（n=986） 

• 7割近い市民が普通と感じている。
• 前年と比べて「満足している」の割合は低くなっている。

• 半数以上の市民が普通と感じている。
• 前年と比べて「読みやすい」の割合は低くなっている。

• 8割近い市民が普通と感じている。
• 3年間で「普通」の割合が高くなっている。

182

199

213

559

473

446

18

19

24

227

265

221

0% 25% 50% 75% 100%

2019年

2018年

2017年

満足している 普通 満足していない NA

263

283

277

458

389

375

27

15

16

238

269

236

0% 25% 50% 75% 100%

2019年

2018年

2017年

読みやすい 普通 読みにくい NA

243

233

256

470

430

388

36

24

33

237

269

227

0% 25% 50% 75% 100%

2019年

2018年

2017年

関心がある 普通 関心がない NA

96

103

97

603

536

505

44

39

49

243

278

253

0% 25% 50% 75% 100%

2019年

2018年

2017年

多い 普通 少ない NA
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4. 自由記述(1)

• 小児救急医療体制を整えてほしいです。

• 小林駅前～中心市街地が整備されたが、相変わらず人通りが少ない。人が集まるような誰でも利用できるイベントや憩いの場となる全天候型施設を整備

し、エンターテイメントを工夫していくべき。たとえば雨天でも利用できるレクレーション、朝市、オープンカフェ等に利用できる施設。せっかく整備した駅前周

辺を有効に活用すべきだ

• 中心市街地だけでなく須木、野尻などのことも考えてほしい。合併して良くなったということがあまりないような気がする。

• 定年退職者や高齢の人々の集まる場所や内容をもっと沢山増やして欲しい。例えば語学などを昼間や夜と時間で行けるように。・囲碁、将棋、座ってでき

る教室（編み物、折り紙）・健康体操etc

• 保育園の週休２日制、これだけは本当に困っているので、月～土までの保育をお願いしたいです！！月～土までの仕事の人の事、全く考えていないと思

う！！

• 高齢化が進んできているので、若者が小林市で活躍できるように、市と民間業者と皆で協力して住みよいまちづくりをしていってほしいです。

• まちづくり協議会の旗をよくみかけます。色んな所で活動されていてすごいなと思います。何もお手伝い出来ないので物品販売等されている時は商品を

買ったりしています。まつりを盛り上げて下さったり感謝です。いつもお疲れ様です。地域の為にありがとうございます。

• 我が家は上下水道なのですが、上下水道でないお宅との水道料金の差が大きいと思います。

• 若者が安心して働ける会社とかをつくってほしい。小林市を若々しくしてほしい。人口を増やしてほしい。小林市ガンバレ

• 子供を養う上で色々なバックアップや道路の拡張、その他色々な事をこの先考えないと過疎化が進んでいくと思います。

• 住みやすく、このまま生活していきたい町ではあります。ただ電車、バス等の交通の便が良ければいいなあとは個人的に思っています。

• 若者が市外へ出ないおいけない状況を変えてほしい。自然が多く、他市や他県に自慢できるのにそれが上手く繋がっておらず、進学以外でも市外へ出る

ことが当たり前になっている。もっと地元に残りたいと思える地域作りを！

• ただ街を整備するのではなく、住民が主体的に動きながら整備していく街づくりをしていったほうがいいと思う。地域の小、中、高校生との協力なども必要

• 年毎に人口減少していく中で小林市が生き残るには故郷がもつ雄大な霧島連山であり、裾野に広がるこのすばらしい観光資源を活用する事と思います。

隣接するえびの市、高原町と連携して共存共栄、一緒に広域で開発したいものです。

• 出ノ山のボートに乗りました。係の方がとても気持ちよく応対してくださり楽しい時間を過ごすことができました。ありがとうございました。きれいな水で有名

な小林なので大切な水資源のことに力を入れてほしいです。
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4. 自由記述(2)

• 集客が必要だと思います。活性化につながると思います。そのためにアスレチックやレジャーなどの施設の検討をお願いします。

• ごみ処理・仕分けで大変。細かすぎる。捨てづらい。住みにくい。都城のようにまとめて捨てれると楽。

• アンケートの回答にはやや辛めの評価をしました。色々な人との会話などの影響もあるかと思いますが、、、よりよい住みやすい、すみたくなる小林にして

欲しいです。もっともっと要望は多い事で大変でしょうが頑張って下さい。

• スポーツのまちとして発展してもらいたいです。健幸のまちにつながると思います。

• 市の面積が広いのは良い事なのですが、住民もバラバラに住んでいて、まとまりがないと思います。コンパクトシティー化を推進して人口を集中される事で

市民の満足度も上がるのではないかと思います。

• 皆さんで良いまちづくりのアイデアを出し合い自分達の町を心から愛する気持ちを持ち、皆さんの大切な税金を優先順位に市長さん議員さんに全国の市

町村の良いところを大いに勉強していただき、職員の皆さんに誇りをもって取り組んで下さい。あたり前のことばかりですけどネ

• 各組でも年々若い人が少なくなり役員の成り手を決めるのに苦慮している状況である。組長の仕事を減らすためにも市から文書配布は月２度から１度に

減らすべきと考えます

• 水流迫地区に住んでいますが、自宅の1㎞以内に公園がないので子供達の集まる場所がなく、遊ぶときなどはコンビニに集合したりしているので車の事故

など心配である。子供達が安心して集まれる場所を整備してほしい。

• まず、若者が県外へ流出せずに地元で働けるような環境作りが大事である。若者が育てばおのずから知恵が生まれてくるはず。

• 新聞を取らない人、自治会に参加していない人にもわかる情報伝達方法を考えて、ごみ収集所とかに行事案内をはって、皆が多く参加できるようにしてほ

しい。小林市がある行事を知らない人が多いです。

• 若者が多く活気のある小林市にするには、安心して子育てが出来る事からではないでしょうか。出産から子育てを安心してできる医療がまず必要だと思い

ます。若い人が多く住むようになればおのずと街は活気づいてくるのではないでしょうか。小林全体隅々まで医療の充実をお願いします。

• たまに小林市中心部をベビーカーを押しながら散歩しているのですが、道が悪くてとても苦労しています。

• 自然を生かした子供が自由に遊べる公園を作ったらと思う。例として、高城の子供向け公園等を参考にしたら良いかな。（石山観音です）

• 雨天時に子供と過ごせる施設がほしい。子供達が体をいっぱいつかって遊べる場所がほしい。

• 「夏祭りで花火」を打ち上げて市内外からの集客をしてほしい。場所は「永田平公園」が良いのでは？（帰省者を含む）
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4. 自由記述(3)

• 商店街を歩いている人がほとんどいない。アーケードをなくしたので、歩いてみようとする気も起きないし、パッ！とした店舗がない。駅前、中心地が無い気

がしている。

• 自然を生かした、まちづくり。ローカル性を強調したまちづくり。

• スポーツ振興の為、ランニング歩道を広く計画してください。

• 早め早めの情報開示はしてほしい。このアンケート企画、ありがとうございます。自分の生活見直すのに役立ちました。

• ウォーキングで運動公園を利用していますが、街中でも手軽に利用できる用具でもあると、楽しみながら筋力増強等ができるのでは・・・。距離目安標識

（例えば駅から◯◯kmとかあると便利）

• 現在、自分は必要ないが車に乗れなくなった時、野尻内のコミュニティバスはあるが、野尻・小林間のコミュニティバスがほしい。

• 安心して子育てしやすい町にしてもらいたい。親も預けやすい保育園や学校を作るべきです。

• 霧島山に守られた美しい小林市が大好きです。いつまでもいつまでもこの自然を堪能しながら生きていきたいです。市役所の方々のあたたかい対応にも

感謝しています。

• 小林商店街を１つにまとめて駐車場、公園、買い物の出来る商店、若い人たちの集まる所にしたいです。

• 母が亡くなり父１人になったため小林に帰ってきました。家を購入した時いろんな補助等があったので少しでも助かりました。市役所の方も丁寧に教えて下

さったり。これから私も老いていきます。今まで以上に生活しやすい小林にしていただきたいです。

• 駅伝の町なら、各種マラソンをもっと盛り上げるため広報活動すべきだ。県外資本の店舗ばかりで地元に貢献できてない。古い旅館ばかりなのに料金が

高すぎる。安いビジネスホテルを作らせない環境にある。

• 小林駅周辺が、道の駅のように人が集まり市外からも人が集まるような場所があったらいいです。小林の特産物をアピールしたい。

• 市民が健康で明るい小林市を皆で支え合っていけたらいいと思います。特に高齢者をいたわりあって行きたいです。

• 街路樹の植え込みの土が大分雑草になっています。まわりの人とかが草を刈るとか、花一本植えるといいのにな・・・と思います。最近市役所によく行きま

すが、みなさんよく教えて下さりやさしいのだなと思い、うれしい限りです。“スポーツの町小林”と言いますが、小林にもスポーツ団体をよんで合宿できるよ

うにならないものかと思います。

• スポーツをやっている者として思うのは、地区の体育館はそれぞれにあり良いと思いますが、中央体育館は他に比べて古いし、狭いし、風通しも悪く、なん

とかならないでしょうか？
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巻末. 属性ごとの基本構想の評価

• 下記の項目で統計的に有意な差が確認できた。
（６）出会い、ふれあい、支え合いがある
（１０）子育てがしやすい
（１６）いつまでもスポーツができる

• 上記の項目については、性別を考慮して基本構想を推進
する必要がある。

性別   度数  平均値   標準偏差

（６）出会い、ふれあい、支え合いがある*

男性 389 2.65 1.39

女性 487 2.83 1.32

（１０）子育てがしやすい**

男性 384 2.63 1.21

女性 480 2.94 1.27

（１６）いつまでもスポーツができる*

男性 392 3.01 1.27

女性 490 2.83 1.25

〇 居住地域による平均の差の検定

• 分析のため項目を集約している。

• 下記の項目で統計的に有意な差が確認できた。

（９）障がい者が夢や目標を持てる

（１６）いつまでもスポーツができる

（１９）美しい自然が残り、いつまでもおいしい水が飲める

• 上記の項目については、居住地域を考慮して基本構想を

推進する必要がある。

居住地区  度数   平均値   標準偏差

（９）障がい者が夢や目標を持てる**

小林地区 709 2.55 1.15

野尻地区 33 1.91 1.07

須木地区 140 2.41 1.10

（１６）いつまでもスポーツができる**

小林地区 720 2.95 1.13

須木地区 35 2.23 1.23
野尻地区 142 2.88 1.31

（１９）美しい自然が残りいつまでもおいしい水が飲める**

小林地区 710 4.27 0.99

須木地区 37 3.70 1.24

野尻地区 142 3.97 1.03

〇 性別による平均の差の検定

** p<.01, * p<.05

** p<.01, * p<.05

※検定のため、分からないを含め、そう思う 5点～ややそう思う4点～分からない3点～ややそう思わない 2点～そう思わない 1点としている
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巻末. 属性ごとの基本構想の評価

• 分析のため項目を集約している。

• 下記の項目をはじめ、多くの項目で統計的に有意な差が確認できた。

（１）都市像

（２）人が集まっていてにぎわいがある

（３）豊かな地域資源が活用されている　など

• 下記の項目については、年齢を考慮して基本構想を推進する必要がある。

〇 年齢による平均の差の検定①

** p<.01, * p<.05

年齢  度数  平均値   標準偏差

（１）都市像**

10歳代～20歳代 75 3.89 1.30

30 歳代 81 3.35 1.23

40 歳代 94 3.28 1.29

50 歳代 120 3.53 1.25

60 歳代 191 3.52 1.31

70 歳以上 283 3.82 1.20

（２）人が集まっていてにぎわいがある**

10歳代～20歳代 76 2.20 1.32

30 歳代 88 1.98 1.22

40 歳代 99 1.86 1.15

50 歳代 128 2.05 1.15

60 歳代 207 2.02 1.24

70 歳以上 305 2.36 1.31

（３）豊かな地域資源が活用されている**

10歳代～20歳代 76 2.83 1.30

30 歳代 87 2.67 1.31

40 歳代 99 2.46 1.28

50 歳代 130 2.58 1.28

60 歳代 205 2.22 1.24

70 歳以上 299 2.60 1.33

年齢  度数  平均値   標準偏差

（４）暮らしが豊かである**

10歳代～20歳代 77 2.58 1.47

30 歳代 87 2.33 1.33

40 歳代 99 2.19 1.22

50 歳代 131 2.03 1.17

60 歳代 206 1.93 1.15

70 歳以上 305 2.41 1.28

（５）働きがいがある**

10歳代～20歳代 76 2.42 1.25

30 歳代 87 2.53 1.33

40 歳代 100 2.41 1.33

50 歳代 130 2.55 1.34

60 歳代 204 2.17 1.15

70 歳以上 289 2.65 1.29

（６）出会い、ふれあい、支え合いがある**

10歳代～20歳代 76 2.63 1.41

30 歳代 88 2.65 1.43

40 歳代 98 2.73 1.41

50 歳代 131 2.60 1.24

60 歳代 207 2.52 1.28

70 歳以上 298 3.01 1..35
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巻末. 属性ごとの基本構想の評価

〇 年齢による平均の差の検定②

** p<.01, * p<.05

年齢  度数  平均値   標準偏差

（７）健康・いきがいがある*

10歳代～20歳代 76 3.09 1.29

30 歳代 88 2.74 1.32

40 歳代 99 2.92 1.35

50 歳代 130 2.93 1.28

60 歳代 207 2.74 1.25

70 歳以上 301 3.13 1.31

（８）高齢者が元気でいられる**

10歳代～20歳代 75 3.45 1.31

30 歳代 88 3.34 1.24

40 歳代 99 3.29 1.24

50 歳代 131 3.25 1.20

60 歳代 209 2.81 1.30

70 歳以上 305 3.21 1.32

（９）障がい者が夢や目標を持てる**

10歳代～20歳代 76 2.86 1.27

30 歳代 88 2.38 1.12

40 歳代 99 2.43 1.12

50 歳代 130 2.38 1.07

60 歳代 206 2.25 1.03

70 歳以上 292 2.73 1.19

（１０）子育てがしやすい**

10歳代～20歳代 76 2.84 1.29

30 歳代 88 2.30 1.32

40 歳代 99 2.74 1.39

50 歳代 131 2.75 1.20

60 歳代 206 2.62 1.19

70 歳以上 283 3.13 1.14

年齢 度数  平均値   標準偏差

（１１）あんしんして医療が受けられる**

10歳代～20歳代 77 2.94 1.39

30 歳代 88 1.98 1.28

40 歳代 100 2.11 1.36

50 歳代 131 2.24 1.22

60 歳代 208 2.46 1.32

70 歳以上 309 3.34 1.42

（１２）みんながいつまでも学べる**

10歳代～20歳代 76 2.95 1.33

30 歳代 88 2.69 1.28

40 歳代 99 2.61 1.22

50 歳代 130 2.58 1.11

60 歳代 206 2.46 1.07

70 歳以上 291 2.91 1.15

（１３）市民総がかりの教育が行われている**

10歳代～20歳代 76 2.63 1.32

30 歳代 88 2.39 1.69

40 歳代 99 2.36 1.12

50 歳代 131 2.31 1.03

60 歳代 206 2.24 1.05

70 歳以上 295 2.64 1.11

（１４）「だれでもいつでも学べる・学ばせる場」
が整っている**

10歳代～20歳代 76 2.70 1.31

30 歳代 88 2.31 1.18

40 歳代 99 2.20 1.11

50 歳代 131 2.28 1.09

60 歳代 208 2.24 1.10

70 歳以上 300 2.55 1.13
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巻末. 属性ごとの基本構想の評価

〇 年齢による平均の差の検定②

** p<.01, * p<.05

年齢  度数  平均値   標準偏差

（１５）身近に文化・芸術を感じられる**

10歳代～20歳代 76 2.41 1.27

30 歳代 88 2.07 1.19

40 歳代 100 2.26 1.23

50 歳代 130 2.22 1.10

60 歳代 208 2.05 1.04

70 歳以上 300 2.50 1.21

（１６）いつまでもスポーツができる**

10歳代～20歳代 77 3.22 1.42

30 歳代 88 2.92 1.35

40 歳代 99 2.84 1.36

50 歳代 131 2.91 1.15

60 歳代 209 2.64 1.20

70 歳以上 301 3.04 1.21

（１７）食について学べる**

10歳代～20歳代 76 2.76 1.27

30 歳代 87 2.74 1.29

40 歳代 99 2.62 1.15

50 歳代 131 2.71 1.09

60 歳代 205 2.44 1.07

70 歳以上 298 2.87 1.14

（１８）災害時にみんなが助け合える**

10歳代～20歳代 76 3.07 1.25

30 歳代 87 3.03 1.12

40 歳代 99 2.90 1.18

50 歳代 131 2.83 1.14

60 歳代 206 2.91 1.15

70 歳以上 298 3.24 1.17

年齢 度数  平均値   標準偏差

（２２）今後も小林市に住み続けたい**

10歳代～20歳代 76 3.33 1.34

30 歳代 88 3.64 1.34

40 歳代 99 3.64 1.38

50 歳代 131 3.80 1.26

60 歳代 207 3.91 1.19

70 歳以上 311 4.17 1.09
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巻末. 属性ごとの基本構想の評価

• 下記の項目で統計的に有意な差が確認できた。

（１）都市像

（６）出会い、ふれあい、支え合いがある

（２２）今後も小林市に住み続けたい

• 上記の項目については、子どもの有無を考慮して基本構想

を推進する必要がある。

〇 子どもの有無による平均の差の検定

• 下記の項目で統計的に有意な差が確認できた。

（６）出会い、ふれあい、支え合いがある

（７）健康・いきがいがある

（２２）今後も小林市に住み続けたい

• 上記の項目については、配偶者の有無を考慮して基本構想

を推進する必要がある。

〇 配偶者の有無による平均の差の検定

子ども   度数  平均値 標準偏差

（１）都市像*

あり 630 3.63 1.23

なし 204 3.42 1.31

（６）出会い、ふれあい、支え合いがある**

あり 666 2.58 1.31

なし 214 2.51 1.30

（２２）今後も小林市に住み続けたい**

あり 601 3.25 0.88

なし 165 2.98 1.01

** p<.01, * p<.05

** p<.01, * p<.05

配偶者  度数   平均値  標準偏差

（６）出会い、ふれあい、支え合いがある**

あり 613 2.83 1.33

なし 276 2.55 1.38

（７）健康・いきがいがある*

あり 615 3.02 1.30

なし 276 2.79 1.30

（２２）今後も小林市に住み続けたい**

あり 620 4.00 1.17

なし 280 3.59 1.36

3642



巻末. 属性ごとの基本構想の評価

• 分析のため項目を集約している。

• 下記の項目で統計的に有意な差が確認できた。

（５）働きがいがある

（９）障がい者が夢や目標を持てる

（１９）美しい自然が残りいつまでもおいしい水が飲める

（２２）今後も小林市に住み続けたい

• 上記の項目については、勤務先・通学先を考慮して基本構想

を推進する必要がある。

〇 勤務先・通学先による平均の差の検定

• 下記の項目で統計的に有意な差が確認できた。

（１０）子育てがしやすい

（１１）安心して医療が受けられる

• 上記の項目については、18歳未満の子供の有無を考慮して

基本構想を推進する必要がある。

〇 18歳未満の子供の有無による平均の差の検定

18歳未満の子ども  度数   平均値  標準偏差

（１０）子育てがしやすい*

あり 128 2.56 1.41

なし 591 2.83 1.41

（１１）あんしんして医療が受けられる**

あり 130 2.10 1.36

なし 610 2.84 1.41

勤務先・通学先   度数  平均値  標準偏差

（５）働きがいがある**

小林市内 435 2.59 1.36

小林市外 100 2.20 1.22

（９）障がい者が夢や目標を持てる*

小林市内 440 3.91 1.21

小林市外 100 3.51 1.32

（１９）美しい自然が残りいつまでもおいしい水が飲める*

小林市内 444 4.29 0.95

小林市外 101 4.04 1.11

（２２）今後も小林市に住み続けたい**

小林市内 440 3.91 1.21

小林市外 100 3.51 1.32

** p<.01, * p<.05

** p<.01, * p<.05
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巻末. 属性ごとの基本構想の評価

• 分析のため項目を集約している。

• 下記の項目で統計的に有意な差が確認できた。

（１１）あんしんして医療が受けられる

（２２）今後も小林市に住み続けたい

• 上記の項目については、居住年数を考慮して基本構想を推

進する必要がある。

〇 居住年数による平均の差の検定

居住年数  度数  平均値  標準偏差

（１１）あんしんして医療が受けられる**

10年以上20年未満 126 2.42 1.44

20年以上 637 2.86 1.43

（２２）今後も小林市に住み続けたい**

10年以上20年未満 124 3.60 1.33

20年以上 639 4.02 1.20

** p<.01, * p<.05
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